
　仲の良い友だちが頑張っている書道部を紹介
します。普段はにぎやかな書道部員たちですが、
スゴいのは、いざ書に向き合うときの集中力！
書道部は学校外でも、イベントでのステージパ
フォーマンスや小学校での習字教室など、地域
に積極的に出て活動しています。女子高の正門
横には、書道部が昨年度に製作した看板（C&K
の歌詞を書いたもの）が野外展示されています
よ。同じ文化部として、刺激し合える存在です。

鹿屋女子高校 生活科学科

 田中 玲
れ い み

美 さん （３年生）
音楽部では副部長。今年一番の
目標・夏の九州合唱コンクール
予選に向けて、部員たちと毎日
練習に励む。音楽部は定期演奏
会や「平和の花束」等の場で、地
域の人たちを歌で楽しませてい
る。

鹿屋女子高校
Central High school in Kanoya

鹿屋女子高校 書道部

個性あふれる書と集中力で魅了する !!

紹介してくれるのは

鹿屋で暮らす・働く

有限会社  いきいきケアサポート
【事業内容】デイサービス、グループホーム など
【設立】平成 15 年  【従業員数】67 人

明るい笑顔でスタッフをまとめるリーダー的存在。
外に出かけることが大好きで、休日は子どもと一緒に
様々な場所へ足を運び、イベントなどを満喫している。

デイサービスいきいき館（笠之原町）

　　　　　　窪
くぼ

 綾
あや

香
か

 さん（29歳／入社８年目）

　

私
は
、
主
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
利

用
者
様
の
日
々
の
生
活
の
サ
ポ
ー
ト

や
、
介
護
保
険
に
関
す
る
相
談
対
応

を
し
て
い
ま
す
。
私
の
職
場
で
は
、

18
人
の
職
員
が
働
い
て
い
ま
す
。
楽

し
い
こ
と
だ
け
で
な
く
、
厳
し
い
こ

と
も
言
い
合
い
、
互
い
に
切せ

っ
さ
た
く
ま

磋
琢
磨

で
き
る
自
慢
の
職
場
で
す
。

　

介
護
が
必
要
な
方
々
は
、
う
ま
く

歩
け
な
か
っ
た
り
、
ご
飯
を
食
べ
る

の
が
難
し
か
っ
た
り
と
、
状
態
は

様
々
な
の
で
、
そ
の
方
に
合
っ
た
内

容
で
、
お
1
人
ず
つ
丁
寧
に
支
援
す

る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。　

　

仕
事
は
大
好
き
で
す
が
、時
に
は
、

大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で

も
、
利
用
者
様
の
笑
顔
を
見
る
と
、

そ
れ
ま
で
の
苦
労
を
一
瞬
で
忘
れ
る

く
ら
い
の
喜
び
が
込
み
上
げ
ま
す
。

　

私
の
存
在
は
、
利
用
者
様
に
と
っ

て
は
、
人
生
の
ほ
ん
の
一
部
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
も
、
人
生

の
先
輩
で
あ
る
皆
さ
ん
に
敬
意
を

持
っ
て
、
少
し
で
も
喜
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
に
、
持
ち
前
の
笑
顔
で
頑

張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

おしごとの時間

窪さんの職場

���� ���
進め☆鹿屋の高校生

�

屋女
ま るま る こ うこ う

心
と
体
の
ケ
ア
で

心
と
体
の
ケ
ア
で

　

笑
顔
を
生
み
出
す

　

笑
顔
を
生
み
出
す

生活相談員
兼介護職 
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